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京都円山公園の枝垂桜

案
と
予
算
案
は
２
面
に
掲
載
し
ま

し
た
の
で
、
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

●
メ
ー
デ
ー
の
取
組
み

　

今
年
も
統
一
メ
ー
デ
ー
は
実
現

せ
ず
、
例
年
同
様
、
４
月
28
日
に

中
央
メ
ー
デ
ー
、
５
月
１
日
に
日

比
谷
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
28
日
の
中
央
メ
ー
デ
ー
は
、

昨
年
、
東
日
本
大
震
災
の
状
況
等

退
職
者
会
の
隊
列
を
組
む
予
定
で

す
。
た
だ
し
、都
労
連
は
メ
ー
デ
ー

職
免
を
廃
止
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

東
水
労
、
都
高
教
、
都
庁
関
係
の

労
組
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、メ
ー

デ
ー
職
免
が
残
っ
て
い
る
区
職
労

や
東
京
清
掃
の
参
加
者
増
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。
東
京
清
掃
も
作
業

日
で
す
か
ら
、
退
職
者
会
の
出
番

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
総
会
の
日

に
参
加
者
を
最
終
確
認
し
ま
す
。

是
非
ふ
る
っ
て
参
加
く
だ
さ
い
。

日
比
谷
メ
ー
デ
ー
に

 第５回定期総会 
〈日　時〉　４月 19 日（木）

午前 10 時開会
〈場　所〉　ＳＫホール

（清掃会館地下）
〈議　案〉　①活動方針（案）

②会計予算（案）
③旅費改正（案）

 懇　親　会 
〈日　時〉　４月 19 日（木）

12 時 30 分
（総会終了後）

〈場　所〉　ＳＫホール
　※出欠の連絡をお早めに。

　

４
月
１
日
に
第
６
回
幹
事
会
を

開
催
し
、
①
定
期
総
会
議
案
、
②

メ
ー
デ
ー
の
取
組
み
を
確
認
し
ま

し
た
。

●
第
５
回
定
期
総
会

　

ご
案
内
の
よ
う
に
４
月
19
日
開

催
で
す
。
出
欠
通
知
を
出
し
て
い

な
い
方
は
至
急
お
願
い
し
ま
す
。

定
期
総
会
議
案
の
う
ち
活
動
方
針

を
踏
ま
え
て
東

京
地
公
労
の
事

前
集
会
・
デ
モ

を
中
止
し
ま
し

た
が
、
今
年
は

復
活
し
ま
す
。

幹
事
中
心
に
代

表
参
加
で
対
応

し
ま
す
。

　

５
月
１
日
の

日
比
谷
メ
ー

デ
ー
は
今
年
も

参
加
し
ま
し
ょ
う

　お花見ウォーキン
グは、４月５日 (木 )
です。参加する方は、
午前 10 時に京成本
線国府台駅前へ集合
してください。
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東京清掃退職者会第５回総会議案
2012年度活動方針（案）

（はじめに）
　昨年は、激動の年でした。東日本大震災・大津波
で未曾有の被害となり、福島第一原子力発電所の事
故は、私たちの生活環境を一変させ、放射能と向き
あう生活を余儀なくさせられました。いまだ生活基
盤を失うなどにより苦労されている多くの被災者が
います。一日も早い復旧、復興が望まれます。
　そして、原発依存を見直し、エネルギー政策を抜
本的に変えていくことが強く求められています。
　さて、退職者会も第５回の総会をむかえました。
この一年間の主な活動は、「２泊３日の旅行会」を
はじめ、夏季・秋季２回の学習会、新春の集い、春
のウォーキングなど、会員同志の親睦と交流を進め
ながら、現役世代の支援や脱原発集会など社会的な
運動を取組み、その内容を機関紙「清友」に掲載し、
東京清掃本部を通じて各支部へ届け、読んでもらう
ことで退職者会の活動を理解していただくととも
に、「現・退」一致の活動を継続して行う中で、会
員の拡大を目指してきました。
　また、退職会各単会および上部団体との交流、学
習会、集会等へ積極的に参加しました。
　今年は、昨年 11 月に実施した「旅行と交流行事
に関するアンケート」結果の分析を基に、会員相互
の親睦を図るため、さまざま交流の場をつくってい
きたいと考えています。
　私たち高齢者をとりまく情勢は依然として厳し
く、年金制度、高齢者医療制度、介護保険制度を改
悪し社会保障を後退させようとする動きが再燃しつ
つあります。民主党政権に変わり「生活第一」への
施策遂行を期待しましたが、高齢者が安心して暮ら
せる状況には至っておらず、「社会保障と税の一体
改革」の内容も進め方も国民の期待に応えたとはい
いがたいものがあります。特に、年金の特例水準減
額は、「物価が上昇したら相殺する」とした約束を
反故にするものです。
　「年寄りいじめ」をさせないためにも、退職者会
の会員拡大を図り、退職者の代表を政府の各種審議
会に入れることなどにより、高齢者の声を施策へ確
実に反映させる必要があります。
　また、現役世代との連携の強化と、全日制市民と
して社会的運動の推進も退職者会の重要な役割であ
ることを自覚した取組みを進めることが必要です。
　以上の視点に基づく取組みを進め、会員 100 名を
めざしていきます。　
（活動計画）
１．基本組織の取り組みで対応できる行動などに参

加する。
２．状況に応じて「問題別学習集会」の開催。　
３．会員（家族など含む）相互の旅行会の開催。
４．文化活動
（１）将棋、囲碁などの大会の本部主催への参加。
（２）レクリーション（見学、視察など）
（３）スポーツ親善（見学、視察など）
（４）園芸、植木、盆栽（見学、視察など）
（５）ウォーキング（ハイキング、ピクニック）
（その他）
１．財政問題
東京清掃労組の交付金及び会員年会費をあてる。
２．組織拡大
会員の新加入を促進します。
３．東京清掃労組、自治退都本部、都庁退、他支部
退との交流に参加。
４．救済活動の取り組み
火災保険（全労災）、自動車共済（自治労共済）、
安心総合保険（自治退）

（おわりに）
　第５回定期総会で活動方針を決定していただき、
新たな気持ちで活動を役員一同が一致して進めてい
きます。
　長寿の可能性を視野にいれ生活設計を立て、元気
で健全な老後を送りたいと思います。
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鈴
木
清
吉
さ
ん
逝
去

　

鈴
木
清
吉
さ
ん
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

と
、
３
月
14
日
に
ご
遺
族
か
ら
連
絡
が
あ
り

ま
し
た
。

　

１
月
21
日
の
「
新
春
の
集
い
」
で
は
あ
ん

な
に
元
気
だ
っ
た
の
に
。
終
了
間
際
に
手
を

挙
げ
て
発
言
し
、
会
員
拡
大
を
熱
心
に
説
い

１月 21 日
「新春の集い」にて

た
の
は
、
何
か

予
感
が
あ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　

享
年
79
歳
。

ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。

訃
報

　

昨
年
８
月
提
出
し
た
「
年
金
・
介

護
・
税
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
関
す

る
地
公
退
統
一
要
求
」
に
対
し
、
１

月
31
日
に
福
田
総
務
大
臣
政
務
官
か

ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

■
年　

金

(1)
政
府
・
与
党
が
ま
と
め
た
「
社
会

保
障
・
税
一
体
改
革
素
案
」
で
、「
所

得
比
例
年
金
」（
社
会
保
険
方
式
）
と

「
最
低
保
障
年
金
」（
税
財
源
）
を
組

合
せ
た
新
年
金
制
度
を
示
し
た
。
国

民
的
議
論
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

(2)
新
制
度
に
先
立
ち
、
平
成
19
年
法

案
を
ベ
ー
ス
に
被
用
者
年
金
を
一
元

化
す
る
が
、
そ
の
後
も
共
済
組
合
は

事
務
組
織
と
し
て
活
用
す
る
。

(3)
職
域
部
分
の
廃
止
は
、
人
事
院
の

調
査
等
を
踏
ま
え
て
、
検
討
す
る
。

(4)
恩
給
期
間
に
係
る
追
加
費
用
の
減

額
は
、
配
慮
措
置
を
講
じ
る
。

(5)
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は
、
将
来

の
現
役
世
代
の
過
重
な
負
担
を
回
避

す
る
と
い
う
観
点
の
仕
組
み
。
現
在

の
年
金
額
の
水
準
は
、
特
例
法
に
よ

り
本
来
の
年
金
額
よ
り
2.5
％
高
く
、

特
例
水
準
の
解
消
が
前
提
と
な
る
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は
適
用
さ
れ
て

い
な
い
。
世
代
間
公
平
の
観
点
か
ら
、

特
例
水
準
の
年
金
額
を
計
画
的
に
本

来
の
水
準
に
引
き
下
げ
る
。
デ
フ
レ

経
済
下
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
適

用
は
、
こ
の
引
き
下
げ
状
況
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
引
き
続
き
そ
の
適
否
を

検
討
す
る
。

(6)
社
会
保
障
・
税
に
関
わ
る
番
号
制

度
は
、
社
会
保
障
給
付
の
効
率
性
・

透
明
性
・
公
平
性
を
高
め
る
た
め
、

導
入
を
検
討
し
て
い
る
。
個
人
情
報

の
保
護
等
に
配
慮
す
る
。

(7)
国
連
の
責
任
投
資
原
則
（
Ｐ
Ｒ
Ｉ
）

の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
地
方
公
務
員
共

済
組
合
の
社
会
的
責
任
投
資
の
活
用

を
進
め
て
い
る
。

(8)
被
用
者
年
金
一
元
化
に
併
せ
、
公

務
部
門
も
含
む
短
時
間
労
働
者
の
厚

生
年
金
へ
の
適
用
拡
大
を
検
討
し
て

い
る
。

■
高
齢
者
雇
用

(1)
人
事
院
か
ら
「
定
年
を
段
階
的
に

65
歳
に
引
き
上
げ
る
」
意
見
が
出
さ

れ
た
。
民
間
の
状
況
等
を
も
踏
ま
え

つ
つ
、
検
討
し
て
い
る
。

■
介
護
基
盤
整
備

(1)
介
護
基
盤
は
、
平
成
21
～
23
年
度

の
３
年
間
で
16
万
床
を
目
標
に
整
備

を
行
う
。
平
成
24
年
度
も
引
き
続
き

整
備
を
行
う
。

(2)
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
の

介
護
基
盤
復
旧
は
、
平
成
23
年
度
に

引
き
続
き
、
適
切
な
地
方
財
政
措
置

を
講
じ
る
。

■
税　

制

(1)
市
町
村
の
徴
収
効
率
化
と
公
的
年

金
受
給
者
の
便
宜
を
図
る
た
め
、
個

参
加
。
会
の
模
様
は
別
記
記
事
の
と
お

り
で
し
た
。

▼
３
月
６
日
、
会
員
拡
大
へ
向
け
た
取

り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
東
京
清
掃
支

部
代
表
者
会
議
の
場
で
今
年
度
退
職

者
の
加
入
促
進
を
要
請
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
庄
司
事
務
局
長
、
戸
枝
会
計
。

▼
３
月
11
日
に
郡
山
市
で
開
か
れ
た

「
原
発
い
ら
な
い
３
・
11
福
島
県
民
大

集
会
」
に
東
京
清
掃
の
バ
ス
で
戸
枝
会

退職者会
活動日誌

計
、
山
崎
精
さ
ん
、
若
井
さ
ん
が
参
加
。

▼
３
月
13
日
、
都
庁
退
組
織
強
化
単
会

事
務
局
長
会
議
が
自
治
労
都
庁
職
会
議

室
（
都
庁
）
で
開
催
さ
れ
、
庄
司
事
務

局
長
が
参
加
。
会
員
拡
大
へ
向
け
た
取

組
み
を
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

▼
３
月
27
日
、
第
10
回
三
役
会
を
開
催

し
、
幹
事
会
提
案
議
案
等
を
議
論
。

▼
同
日
、
第
６
回
幹
事
会
。
内
容
は
別

記
の
と
お
り
。
幹
事
９
名
参
加
。

▼
事
務
局
会
議
・
事
務
業
務　

５
回
。

主
な
課
題
は
、
当
面
の
行
動
企
画
、
会

員
拡
大
対
策
、
定
期
総
会
準
備
、
定
期

総
会
案
内
、
機
関
紙
等
発
送
の
取
組
み

で
し
た
。

▼
こ
の
他
、
自
治
退
都
本
部
常
任
行
動

と
し
て
、
庄
司
事
務
局
長
が
都
本
部
常

任
幹
事
会
、
脱
原
発
集
会
等
に
参
加
し

て
い
ま
す
。

＊
２
月
16
日
の
第
５
回

幹
事
会
以
降
３
月
27
日

の
第
６
回
幹
事
会
ま
で

▼
２
月
29
日
、
東
京

清
掃
退
職
者
送
別
会
が

Ｓ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
戸
張
副
会
長
、
庄

司
事
務
局
長
、
戸
枝
会

計
、
岩
渕
会
計
監
査
が

人
住
民
税
の
公
的
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
が
導

入
さ
れ
た
。
特
別
徴
収

の
対
象
は
、
65
歳
以
上

の
２
割
強
で
、
年
金
収

入
が
200
万
円
程
度
の
標

準
的
世
帯
は
、
基
本
的

に
税
負
担
は
生
じ
な
い
。

■
原
発
見
直
し

(1)
現
在
、
経
済
産
業
省

等
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
見
直
し
を
進
め
て
い

る
。
地
公
退
の
要
請
内

容
は
、
政
府
部
内
で
情

報
の
共
有
を
図
る
。

地
公
退
統
一
要
求
に
政
府
が
回
答
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事
故
か
ら
一
周
年
の
３
月
11
日
、

郡
山
市
開
成
山
野
球
場
で
「
原
発

い
ら
な
い
福
島
県
民
大
集
会
」
が

開
か
れ
、
福
島
県
内
は
も
ち
ろ
ん

全
国
か
ら
１
万
６
千
人
の
市
民
・

労
働
者
が
結
集
し
ま
し
た
。

　

東
京
清
掃
も
バ
ス
２
台
で
参
加
。

地
域
の
反
戦
平
和
運
動
・
市
民
運

動
な
ど
で
参
加
し
た
方
も
含
め
る

と
東
京
清
掃
の
参
加
者
は
100
名
を

超
え
た
よ
う
で
す
。
退
職
者
会
も

東
京
清
掃
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て

戸
枝
会
計
、
山
崎
精
さ
ん
、
若
井

さ
ん
の
３
名
が
参
加
し
、
他
団
体

り
沿
い
）
で
は
最
大
０
・
078
μ
Sv
、

集
会
場
の
開
成
山
野
球
場
内
野
席

は
０
・
386
μ
Sv
、
除
染
し
て
い
な

い
外
野
席
は
３
・
197
μ
Sv
で
し
た
。

郡
山
市
に
は
福
島
原
発
避
難
区
域

内
か
ら
多
く
の
方
が
避
難
し
て
い

ま
す
が
、
放
射
線
量
が
高
い
現
実

を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
３
月
24
日
に
日
比
谷
公

園
で
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
」
集
会

が
開
か
れ
、
脱
原
発
署
名
は
550
万

筆
に
達
し
た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

清
掃
退
職
者
会
の
署
名
数
は
、
32

名
376
筆
。
自
治
退
都
本
部
内
で
は

最
高
率
の
集
約
状
況
で
す
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

の
枠
で
も
複
数
の
方
が

参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

集
会
は
「
福
島
の
犠

牲
を
無
駄
に
し
な
い
た

め
、
原
発
は
い
ら
な
い

の
声
を
大
き
く
挙
げ
る
」

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
道
々
セ
シ
ウ

ム
の
数
値
を
測
定
。
バ

ス
出
発
地
の
区
政
会
館

前
（
飯
田
橋
・
目
白
通

　

東
京
清
掃
主
催
の
退
職
者
送
別

会
が
２
月
29
日
、
Ｓ
Ｋ
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
日
か
ら
雪
が
降
る
と
い
う
生

憎
の
天
候
に
よ
り
当
日
キ
ャ
ン
セ

ル
も
あ
り
、
参
加
者
は
少
数
で
し

た
が
、
支
部
の
引
率
者
、
中
執
を

含
め
約
50
名
で
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

坂
本
組
織
部
長
の
司
会
で
始
ま

り
、
吉
田
委
員
長
が
ね
ぎ
ら
い
の

詞
を
述
べ
、
庄
司
退
職
者
会
事
務

局
長
が
「
第
二
の
人
生
を
楽
し
む

た
め
退
職
者
会
へ
加
入
を
」
と
呼

び
か
け
、
戸
枝
退
職
者
会
会
計
よ

り
自
治
退
が
取
り
扱
う
「
安
心
総

合
共
済
」
の
説
明
を
し
ま
し
た
。

　

山
崎
副
委
員
長
の
音
頭
に
よ

脱
原
発
へ
一
千
万
人
の

パ
ワ
ー
を
結
集
し
よ
う

　

東
日
本
大
震

災
と
福
島
原
発

東京清掃主催
退職者歓送会

「組合がなければ今日を迎え
られなかった」と参加者謝辞

る
乾
杯
に
続
き
懇
親
会
に
入
り
、

舌
も
滑
ら
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で

参
加
し
た
退
職
者
全
員
か
ら
想
い

出
を
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
組
合
が
な
け
れ
ば
今
日
を
迎
え
ら

れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
退
職
者
の

謝
辞
に
対
し
、
現
役
世
代
で
あ
る

中
執
か
ら
「
今
日
の
東
京
清
掃
が

あ
る
の
は
先
輩
方
の
様
々
な
闘
い

の
成
果
」
と
返
す
言
葉
が
あ
り
、

自
治
退
が
掲
げ
る
「
現
・
退
一
致
」

の
理
念
が
体
現
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
退
職
者
送
別
会
も
参
加

人
数
は
少
な
か
っ
た
も
の
の
、
実

り
あ
る
会
に
な
り
ま
し
た
。

会場の開成山野球場を埋め尽くした
「原発いらない福島県民大集会」

「福島県民大集会」東京清掃のデモ隊列


